
信濃町町制施行６０周年記念

これまでのあゆみ／信濃町町制施行 60 周年記念式典／記念コンサート

町からのお知らせ

年末調整用の社会保険料控除証明書の発行について

森林メディカルトレーナー養成講座／臨時福祉給付金のお手続き ...etc

まちの話題―Photo News

博物館のページ／公民館だより／健康の達人／はじめての一茶さん／げんきっこ

私の夢

そよげわか竹

信
濃
町
誕
生
60
周
年
。

まちの「今」をお届けする行政情報誌

【町公式HP】www.town.shinano.lg.jp

Shinano Town Publ ic  Relat ions  Magazine 11２０１６
No.372



S31

H28

H25

S47
H19

SHINANO  2016.11.1 2SHINANO  2016.11.13

信濃町誕生
昭和３１年９月

信濃村、信濃尻村、古間村の合併により誕生

信濃町の広報創刊
昭和４７年７月

信濃町広報創刊号発行

下水道供用開始
平成19 年４月

柏原浄化センターが完成し

公共下水道の運用が始まる

防災情報通信システム設置
平成２３年２月

町内５２か所の防災情報通信システム

の設置が完了

第1回癒しの森コンサート
平成２３年９月

総合体育館で癒しの森コンサートがスタート

信濃小中学校開校
デマンドタクシー運行開始
平成２４年４月

５つの小学校が統合し信濃小中学校が誕生

新しい公共交通が運行開始

一茶生誕２５０周年
平成２５年８月

一茶生誕２５０年を記念し

夏祭りを開催

北しなの線が開業
平成２７年３月

長野～妙高高原間しなの鉄道

「北しなの線」が開業

町制施行６０周年
平成２８年９月

信濃町が誕生し６０年を迎える

長野地域連携中枢都市圏
の協約締結
平成２８年３月

長野地域の市町村が共通課題解決
のため連携する協約を締結

　町制施行６０年を迎えた信濃町。これまで、数々の行事や事業が
ありました。その度、いろいろな思い出が生まれ、子どもは大人にな
り、大人は次の世代へ引き継ぎながら成長を続けてきました。

信濃町のこれまでの歴史を少し振り返ってみましょう。
信濃町誕生６０周年 これまでのあゆみ

信濃町まち・ひと・しごと
創生総合戦略を策定
平成２７年１０月

地方創生に関する様々な事業を展開

写真：子育て支援ルーム木質化
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町
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
て

　
信
濃
町
は
、
平
成
28
年
９
月
30
日
を
も
ち
ま
し
て
、
町
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
昭
和
30
年
７
月
１
日
に
柏
原
村
と
富
士
里
村
が
合
併
し
信
濃
村
と
な
り
、
翌
、
昭
和
31
年
９
月
30
日
、
信
濃
村
と
古
間
村
、

信
濃
尻
村
が
一
つ
に
な
り
、
信
濃
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。
以
来
、
着
実
に
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、
町
民
の
皆

様
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
郷
土
愛
、
そ
し
て
、
多
く
の
関
係
の
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
で
あ
り
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
昭
和
か
ら
平
成
へ
と
時
代
が
移
り
行
く
中
、
高
度
経
済
成
長
、
バ
ブ
ル
経
済
と
崩
壊
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
な
ど
、
め
ま
ぐ
る

し
い
社
会
情
勢
、
経
済
環
境
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
近
年
は
、
人
口
減
少
時
代
の
中
で
子
育
て
、
教
育
環
境
の
充
実
、
地

方
創
生
へ
の
対
応
が
一
層
も
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
平
成
24
年
４
月
に
は
、
町
内
５
小
学
校
（
古
海
・
野
尻
・
柏
原
・
古
間
・
富
士
里
）
を
統
合
し
小
中
一
貫
校
と

し
て
信
濃
小
中
学
校
を
開
校
し
、
併
せ
て
、
デ
マ
ン
ド
運
行
事
業
を
含
む
地
域
公
共
交
通
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、

将
来
を
見
据
え
た
中
で
住
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、
し
な
の
鉄
道
北
し
な
の
線
開
業
へ
の
対
応
、
防
災
行
政
無
線
整
備
な

ど
前
進
、
発
展
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
本
日
我
々
の
営
み
が
あ
る
の
は
、
先
人
た
ち
が
残
さ
れ
た
努
力
の
賜
と
改
め
て
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
達
や
、
地
域
の

皆
様
が
誇
れ
る
よ
う
な
魅
力
の
あ
る
信
濃
町
を
目
指
し
て
、
積
み
上
げ
て
こ
ら
れ
た
も
の
を
更
に
発
展
さ
せ
、
地
域
の
皆
様
と

協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
町
民
並
び
に
関
係
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
祈
念
し
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

信
濃
町
長
　
横
川
　
正
知

信
濃
町
町
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典

記
念
式
典
次
第

式
　
　
辞
　
　
横
川
正
知
　
信
濃
町
長

挨
　
　
拶
　
　
小
林
幸
雄
　
信
濃
町
議
会
議
長

来
賓
祝
辞
　
　
塩
谷
幸
隆
　
長
野
地
方
事
務
所
長

　
　
　
　
　
　
務
台
俊
介
　
衆
議
院
議
員

　
　
　
　
　
　
服
部
宏
昭
　
長
野
県
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
井
崎
義
治
　
流
山
市
長
（
姉
妹
都
市
）

　
9
月
25
日
、
爽
や
か
な
日
差
し
の
中
、
信
濃
町
立
総

合
体
育
館
で
記
念
式
典
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
信
濃
町
は
、
昭
和
31
年
９
月
30
日
に
誕
生
し
、
今

年
で
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
多
く
の
来
賓
の
方
々

や
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
列
席
の
中
、
60
年
目
を
迎

え
た
信
濃
町
を
祝
福
し
ま
し
た
。

横川正知町長小林幸雄議長塩谷幸隆長野地方事務所長

井崎義治流山市長 服部宏昭長野県議会議員 務台俊介衆議院議員
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演奏

信濃小中学校吹奏楽部 Ｗｉｔｈ 東京音楽大学シンフォニックウインドアンサンブル

〇高橋広樹　「三日月の彼方」

東京音楽大学シンフォニックウインドアンサンブル

〇リヒャルト・シュトラウス「アルプス交響曲」

町制施行６０周年記念　～信濃小中学校吹奏学部と東京音楽大学が奏でる～

癒しの森コンサート



町からのお知らせNov
信濃町役場 ☎ 255-3111　www.town.shinano.lg.jp
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訓練

問産業観光課 商工観光・癒しの森係☎（２５５）３１１４

注意

問住民福祉課 環境係☎（２５５）５９２４

講座

問総務課 庶務係☎（２５５）３１４３

給付のご通知をお送りしています。
臨時福祉給付金のお手続きをお願いします給付

　
■申請方法
①昨年も受給された方　
　申請書へ必要事項を記入の上、本人確認のできる運転免
　許証、保険証の写しを提出してください。

②今回初めて申請される方
　①の書類の他に口座番号が必要です。必要事項を記入の上、
　預金通帳の写しも提出してください。
　（同封の返信用封筒にてご返送いただくか、役場窓口まで
　お持ちください。）

■提出期限　　平成２９年１月５日

■支給対象者
・平成２８年度臨時福祉給付金（１人につき３千円）
　平成２８年度分の住民税が非課税の方（課税者の被扶　　
養者や生活保護の受給者等を除きます。）
　
・年金生活者等支援臨時福祉給付金（１人につき３万円）
　上記の平成２８年度臨時福祉給付金の対象者のうち、　　
　障害基礎年金や遺族基礎年金等を受給されている方　　
　（４月に申請書をお送りした高齢者向け給付金の受給者　
　を除きます。）

問住民福祉課 福祉係☎（２５５）１１７９

1１ Town Information

平成２８年度の臨時福祉給付金と年金生活者臨時福祉給付金の給付の対象となる方には１０月上旬
に通知書を発送いたしましたので手続きをお願いいたします。

所得税・住民税の社会保険料控除
年末調整に必要な社会保険料の控除証明書を発行します控除

問住民福祉課 住民国保年金係☎（２５５）６８２０
　　　　　　　　 介護支援係☎（２５５）４２１４

■証明内容
　平成２８年１月1日から９月３０日
までの間に納付された国民年金保険
料額と、年内の納付見込み金額です。

■証明書は年金機構が送付します
　１年間に納付した国民年金保険料
の額を証明する「社会保険料（国民
年金保険料）控除証明書」が、日本
年金機構から１１月上旬に送付されま
す。
　また、１０月１日から１２月３１日ま
でに、今年初めて保険料を納付され
た方は、翌年の２月上旬に送付されま
す。

■証明内容
　平成２８年１月１日から１２月３１日
までの間に、口座振替または納付書
で納めた（見込み）金額です。

■発行は窓口、郵送およびＦＡＸで
　控除証明書は各係で発行します。
証明書の発行は世帯主本人、また
は同じ世帯の方のみ可能です。なお、
証明書は郵送またはＦＡＸも可能です。

問長野北年金事務所
☎（２４４）４１００

■証明内容
　６５歳以上の要介護認定者の方で、
心身の状態が障害者控除の基準に当
てはまる方に「障害者控除対象者認定
書」を発行します。

■障害者控除対象者認定書
　発行は、要支援・要介護認定を受
けているご本人または認定者を扶養し
ている方のみ可能です。

国保・介護・後期高齢者医療 要介護認定者の障害者控除 国民年金

※ご不明な点は、各係までご相談ください。

　必ず本人確認ができる書類をお持ちください。（運転免許証など）

全国瞬時警報システム
放送試験のおしらせ

　全国瞬時警報システム（Ｊアラート）とは、衛
星通信を利用して、緊急情報等を全国の自治体
へ瞬時に送信するものです。信濃町では、試験
放送として、屋外スピーカーから「これはテスト
です」と放送します。ご理解とご協力をお願いし
ます。

■実施日時　１１月２９日（火）　１１時～

　いよいよ信濃町も冬を迎えます。暖房器具を多く使用
するこれからの時期は、「灯油漏れ事故」が多発します。
事故の多くが、家庭でホームタンクからポリタンクなど
に移す際に発生しています。事故の発生を防止するため、
次のことに気をつけましょう。

①灯油をポリタンクなどに移すときは、絶対にその場を
離れない。
②ホームタンクや配管が、老朽化・腐食していないかを
随時点検する。
③野外にあるホームタンクは、雪の重みや屋根からの落
雪で配管が破損することがあるので注意をする。

町内でも毎年、灯油事故が発生しています
灯油漏れ事故にご注意を

森林セラピーの信濃町公認ガイド資格
森林メディカルトレーナー養成講座を開講します

　町では、森林セラピーに来られた方をご案内する、「森林メディカルトレーナー」というガイド資格を設けています。今
回開講する養成講座は、これまで１８０名ほどの方が受講され、様々な形で癒しの森事業に取り組んでいただいています。
　森林メディカルトレーナーのガイド資格は生涯学習の一つとしても有意義なものとなりますので、興味のある方はこの
機会に是非ご参加ください。

■応募人数　２０名程度
■開講日程　平成２８年１１月２１日（月）～３月（予定）全６日間
　　　　　　第１回　　１１月２１日（月）　信濃町役場２階　第３会議室
　　　　　　第２回　　１１月２２日（火）　信濃町総合会館１階　教室
　　　　　　いずれも午前８時４５分から午後４時１５分までを予定。
　　　　　　※以降の開講日は順次決定
■受講料　　全講座を通じて１，０００円
■講座内容　癒しの森事業の概要、森林が持つ機能・効果、傾聴とおもてなし、森の中での安全管理、実地研修等
■応募方法　係の窓口備付けまたは、町ホームページ掲載の応募用紙に必要事項をご記入の上、係窓口まで。
■応募締切　平成２８年１１月１４日（月）
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農
業
委
員
会
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
と
も
な
い
、
農

業
委
員
の
選
出
方
法
が
公
選
制
か
ら
議
会
の
同
意
を
要
件

と
す
る
町
長
の
任
命
制
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
町
で
は
、

農
業
委
員
候
補
者
と
農
業
委
員
会
が
委
嘱
す
る
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
候
補
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
推
薦
と
募
集
の
対
象

○
農
業
委
員
候
補
者

○
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
候
補
者

■
推
薦
と
募
集
期
間

〇
11
月
14
日
（
月
）
か
ら
12
月
16
日
（
金
）
ま
で

■
定
数

○
農
業
委
員
　
12
人
（
内
過
半
数
は
認
定
農
業
者
か
ら
）

○
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（
左
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

■
推
薦
又
は
募
集
の
方
法

　
農
業
委
員
会
備
付
け
の
申
請
用
紙
ま
た
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
し
た
推
薦
届
か
応
募
届
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
記
名
・
押
印
の
上
、
締
切
ま
で
に
信
濃
町
農
業

委
員
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
の
場
合
は
、

締
切
日
必
着
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

　　
農
業
委
員
は
、
従
来
の
農
地
転
用
等
の
許
可
手
続
き
に

加
え
、
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
、
集
約
化
、
遊
休

農
地
の
発
生
防
止
、
解
消
の
現
場
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
農
業
委
員
の
候
補
者
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

候
補
者
に
同
時
に
な
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
メ
ー
ル
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
る
提
出
は
受
け
付
け
ま
せ

ん
。

※
推
薦
や
応
募
さ
れ
た
者
の
氏
名
、
年
齢
や
性
別
は
公
表

さ
れ
ま
す
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い

農
業
委
員
候
補

　
　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
候
補
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
推
薦
と
募
集
を
行
い
ま
す

問信濃町農業委員会☎（255）6822

区　域 募集人数

野尻・古海・熊坂 ２人

柏原 ２人

古間・富濃・荒瀬原 ２人
平岡・大井・穂波 ２人

　今回、町消防団の消火栓用ホース 80 本の購入に、公益財団法
人長野県市町村振興協会が実施している「地域活動助成事業」を
活用しました。「地域活動助成事業」は、宝くじの収益金を財源と
して、地域コミュニティの健全な発展を図ることを目的に、コミュ
ニティ活動に必要な設備の整備に助成されるものです。購入した
消火栓用ホースは今後、町内の各所にある消火栓器具箱に収納さ
れ、有事の際に利用します。

地域を豊かにする宝くじ　地域活動助成事業

消火栓用ホースを購入しました

 

農
業
委
員
っ
て
ど
ん
な
活
動
を
す
る
の
？

（一人当たり）
（一人当たり）

1 年々増え続ける医療費
　信濃町国民健康保険（国保）の医療費は、平成 27 年度で1人当たり376,161円と県内７７市町村のうち13 位と高い水
準にあります。全体でも平成 27 年度は 26 年度と比較して医療費が 4,900 万円余り増加し、過去最高水準に達しました。

今後も、医療技術の高度化や、新薬の認可、生活習慣病の増加などにより医療費は増加し続けることが予想されます。

2 伸び悩む保険税収入
　信濃町の国保税は、1人当たり課税額が県内 77 市町村のうち 58 位と低い水準にあります。加入者の減少や高齢化の進
行などにより、保険税収入は徐々に減少しています。反面、支出の中心である医療費が増加していることから、国保財政の
不足分は、一般会計からの繰入れ（財政基盤安定化繰入金）を行って運営する状況になっていて、国保財政の健全化が求
められています。

国民健康保険財政の健全化にご協力ください
　国民健康保険は、職場の医療保険に加入しているか、後期高齢者医療制度該当者の方、
生活保護を受けている方以外は、全て加入しなければならない医療保険制度です。加入者
が治療を受けたときにかかる医療費などに充てるため、加入者に納めていただく国保税と、
国からの交付金などを財源として運営しています。支出の中心である医療費が年々増加して
おり、その財政運営が厳しい状況になっています。

信濃町の国民健康保険財政状況

国保財政の健全化に向けて
　健全に国保制度を維持するためには、財源確保策を検討していく必要があります。収入
確保のため、保険税の確実な納付にご協力ください。

　また、増え続ける医療費削減のため、住民の皆さんの健康管理が大切になります。年に1
度は国保特定健診、人間ドックの受診により健康チェックを行い病気の早期発見と早期治療、
病気の重症化の防止に努めましょう。これからの季節インフルエンザなどの流行も予想され
ます。日頃から健康管理に心掛けましょう。

財政基盤安定化繰入金の推移
平成24 年度 ５，０００万円
平成25年度 ３，５００万円
平成26 年度 ６，５００万円
平成27年度 ７，５００万円
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まちの話題　 Town Topics まちの話題　Town Topics

　第 19 回長野県障がい者文化芸術祭の書道部門において瀧野一男
さんがたくさんの応募作品の中から長野県障がい者文化芸術祭実行
委員長賞特別賞を受賞され、9 月 20 日にひだまりセンターにて賞状
を授与されました。

　この芸術祭は文化芸術活動の成果を発表し、その鑑賞を通じて障
がいのある人もない人もともに、出会いとふれあいの輪を広げるもの
として開催されています。

おめでとうございます！

書道部門特別賞を受賞しました
電源立地地域対策交付金で保育園運営を支援

「電源立地地域対策交付金」を活用しています
　町内に発電用施設を立地することで、公共施設の整備、住
民の利便性向上のための事業などの地域の活性化を目的とし
た事業を支援する制度があります。信濃町では、中部電力の
鳥居川発電所、東北電力の高沢発電所、池尻川発電所などが
稼働しています。今年度保育園運営費（保育士等の人件費）
にこの交付金を使用して保育サービスの提供を行いました。開
園時間を延長するなど、保護者の利便性や利用率の向上に努
めています。

交付金額：8,127,000 円

信濃町水道事業運営委員会から

水道料金見直しについて町長に答申
　10 月 4 日、今年４月に諮問のあった水道料金の見直しについての答
申書が、信濃町水道事業運営委員会の北村会長、外谷副会長から横川
町長へ手渡されました。

　固定資産評価審査委員会とは、固定資産課税台帳に登録された価格について、納税者
の不服を審査・決定するために設置されている委員会です。

　この委員会の審査委員の定数は３名で、そのうちの１名の青柳市郎氏が、９月３０日
で任期満了となりました。そのため、議会の同意を得た上で、町長が再任しました。

　固定資産税の納税者は、固定資産課税台帳に登録された価格に不服がある場合は、固
定資産評価審査委員会に審査の請求をすることができます。

任期は平成２８年１０月１日から３年間

固定資産評価審査委員に青柳市郎氏を再任

青
あおやぎ

柳 市
いちろう

郎氏
問税務会計課 税務係☎（255）5921

写真：プールではしゃぐ子どもたち

災害発生時の緊急的な調査等に関する協定を結びました

災害時の備えを強化するために
　北信測量設計事業協同組合と町は、１０月４日、「災害発生
時における緊急的な調査等に関する協定」を締結しました。こ
の協定は、災害時の道路、河川等の緊急的な調査などを行い、
現状復旧などを迅速に行うことを目的としています。

　北信測量設計事業協同組合は、神城断層地震などの災害に
おいても実績のある事業協働組合です。

　この協定により、災害時の状況把握や情報収集を迅速に行
うことが可能となり、災害への備えがさらに強化されました。

　「信濃町の野鍛冶住宅（旧中村家）及び野鍛冶資料」が９月２３日に
長野県有形民俗文化財に指定されました。指定されたのは、柏原上町の
国道１８号線沿いに建つ茅葺の古民家（旧中村家）１棟と、この家の内

部に残る鍛冶場で使われていた鍛冶道
具類（野鍛冶資料）７３３点です。近
代設備導入以前の鍛冶の様子を知る上
で非常に史料性が高く、さらに建造物
と生業との関係を知る上で大変貴重で
あるという理由で指定されました。

信濃町の野鍛冶住宅（旧中村家）及び野鍛冶資料

長野県有形民俗文化財に指定されました
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身近な出来事をお届け
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　１０月５日、総合体育館で木製のおもちゃの寄贈式が
行われました。これは農林中央金庫が行っている社会
貢献活動の一つで、地元産の木材とふれあい、周りの樹
木や森へ親しむ気持ちを育むことを目的としています。
　贈られたすべり台や木のパズル、おままごとセットな
どは全て信濃町の木が使われています。これらの遊具
は総合体育館の木育ルーム「なかよし」に設置され、子ど
もたちの新しい友だちになります。

　１０月１日から岩手県で行われる、国民体育大会（国
体）への出場が決定した、信濃町出身の小出郁弥さんが
信濃町長を表敬訪問されました。小出さんは陸上男子高
校２・３年の部に出場する予定です。「県代表として、
伸び伸び走ってベストを出したい」と意気込みを語りま
した。

出場種目：少年男子Ａ100 ｍリレー
写真右側から陸上部顧問下条先生、市立長野高校佐藤
校長先生、小出郁弥さん

　９月２４日、一茶記念館で現在開催中の交換展「加賀
の千代女」をより深く知るために、２つのイベントを開
催しました。ギャラリートークには、交換展の相手先で
ある石川県白山市の学芸員金山弘明氏にお越しいただき、
実資料を見ながら、千代女の生涯と業績をご紹介いただ
きました。また、一茶記念館講座は、近世俳諧の研究者
で清泉女学院大学客員教授の玉城司氏に「加賀の千代尼
から信濃の一茶まで」と題して、一見あまり関わりのな
い両者の共通点や生涯を比較してお話しいただきました。
交換展は１１月２７日まで開催中です。ぜひ一度ご見学
ください。

　クラシックカーラリーのイベント「ラ・フェ
スタ・ミッレ　ミリア」が１０月１５日に開催
されました。
　タイトルの「ミッレ　ミリア」は世界で最も
美しいカーレース、走る博物館と形容されてい
ます。その名のとおり、色鮮やかで、さまざま
なクラシックカーが信濃町に訪れました。道の
駅しなのを中継点とし、秋の野尻湖を駆け抜け
ていきました。

町を駆け抜ける
　　　　クラシックカー

国体での健闘を祈ります

一茶記念館で交換展「加賀の千代女」開催中

農林中央金庫から木製のおもちゃが贈られました
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き
た
内
容
で
、
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ま
し
た
。
司
会
進
行
は
６
年
生
の
図

書
委
員
が
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当
し
、
感
想
の
発
表
で
は
、

係
が
素
早
く
マ
イ
ク
を
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っ
て
対
応
し

て
、
上
手
に
進
め
て
い
ま
し
た
。
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９
年
生
〉

７
～
９
年
生
の
学
習
発
表
会
は
、
各
学

年
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
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践
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発

表
と
、
英
語
ス
ピ
ー
チ
、
美
術
部
の
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

英
語
ス
ピ
ー
チ
で
は
、
外
国
人
と
英
語

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
た
喜
び

を
、「
努
力
は
決
し
て
裏
切
ら
な
い
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
語
り
ま
し
た
。
学
年
の
発

表
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は
、
７
年
生
が
「
信
濃
町
探
訪
」、

８
年
生
が
「
職
場
体
験
学
習
」、
９
年
生

が
「
信
濃
町
の
可
能
性
と
課
題
」
に
つ
い

て
発
表
し
ま
し
た
。
美
術
部
の
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
は
、
膨
大
な
コ
マ
を
つ
な
い
で
一

つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
し
た
楽
し
い
内
容
で

し
た
。

内
容
の
濃
い
発
表
に
加
え
て
司
会
者
の

楽
し
い
ト
ー
ク
で
会
場
が
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。音  

楽  

祭

本
年
度
は
各
学
年
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
目

標
歌
唱
回
数
を
設
定
し
、
練
習
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
昇
降
口
に
グ
ラ
フ
を
掲
示
し
た
の

で
、
他
の
学
級
で
の
が
ん
ば
り
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
、
練
習
の
励
み
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
当
日
は
そ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き

た
練
習
の
成

果
を
十
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に

発
揮
し
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と
、
真
剣
な

ま
な
ざ
し
で

う
た
っ
て
い

る
姿
が
た
く

さ
ん
見
ら
れ

ま
し
た
。
各

学
年
す
ば
ら

し
い
合
唱
で

し
た
が
、
特

に
９
学
年
の

合
唱
を
聴

き
、「
自
分

た
ち
も
あ
の
よ
う
な
姿
を
目
指
し
た
い
」
と

感
想
を
述
べ
て
い
る
児
童
生
徒
が
た
く
さ

ん
い
ま
し
た
。

閉  

祭  

式

虹
を
か
け
る
た
め
の
答
え
を
探
す
２
日

間
。
児
童
生
徒
会
が
辿
り
着
い
た
答
え
は

『
自
分
か
ら
動
き
出
す
こ
と
の
大
切
さ
』。

劇
の
中
で
「
う
れ
し
い
、
楽
し
い
、
や
っ

た
！
っ
て
い
う
気
持
ち
も
、
待
っ
て
る
だ
け

じ
ゃ
や
っ
て
こ
な
い
。
自
分
か
ら
動
き
出
す

こ
と
が
超
越
へ
の
道
な
の
だ
」
と
気
付
い
た

と
き
、
信
濃
小
中
学
校
に
大
き
な
虹
が
か

か
り
ま
し
た
。「
た
だ
そ
れ
は
ゴ
ー
ル
で
は

な
く
、
そ
の
虹
を
渡
っ
て
超
越
し
た
学
校
へ

歩
み
を
進
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
こ
れ
ま

で
全
校
が
自
分
た
ち
の
力
で
パ
ワ
ー
を
集
め

た
よ
う
に
…
。」
児
童
生
徒
会
長
の
吉
田
さ

ん
は
閉
祭
宣
言
で
全
校
に
呼
び
か
け
ま
し

た
。
秋
桜
祭
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
こ
こ
か
ら
が

始
ま
り
な
の
だ
と
。

音楽祭全校合唱「山と湖水（みずうみ）の町から」

９年生の企画が町のイベントになりました

4 年生 田んぼクイズ

初等部の閉祭式でも見事な虹が！大きな虹と共に閉祭宣言

第５回　秋桜祭
「虹～架けろ！みんなを繋ぐ超越への橋～」

第
５
回
秋
桜
祭
の
幕
開
け

今
年
度
か
ら
義
務
教
育
学
校
と
な
っ
た

信
濃
小
中
学
校
の
秋
桜
祭
も
第
５
回
を
迎

え
る
こ
と

と
な
り
ま
し

た
。
今
年
の

テ
ー
マ
は

「
虹
～
架
け

ろ
！
み
ん
な

を
繋
ぐ
超
越

へ
の
橋
～
」。

児
童
生
徒
会

の
ス
ロ
ー
ガ

ン
＂
超
越
＂

に
辿
り
着
く

た
め
の
架
け

橋
と
し
て
「
虹
」
を
か
け
る
た
め
に
、
秋
桜

祭
の
前
か
ら
「
あ
い
さ
つ
、
無
言
清
掃
、
無

言
入
退
場
、歯
み
が
き
、福
祉
、交
流
、合
唱
」

の
パ
ワ
ー
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
を
目

標
に
し
て
全
校
で

取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

開
祭
式
で
は
、

そ
れ
ま
で
全
校
で

た
め
て
き
た
７
つ

の
パ
ワ
ー
が
各
学

年
の
児
童
生
徒
に

よ
っ
て
解
放
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
虹
を

か
け
る
た
め
の
最
後
の
答
え
を
見
つ
け
る
２

日
間
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。

元
気
っ
子
祭
り

初
等
部
主
催
の
「
元
気
っ
子
ま
つ
り
」
で

は
、
各
班
で
考
え
た
13
の
お
店
が
開
か
れ
ま

し
た
。
最
初
は
、
恥
ず
か
し
が
っ
て
い
た
子

ど
も
た
ち
も
徐
々
に
生
き
生
き
と
活
動
す
る

姿
が
見
ら
れ
、
学
年
を
越
え
た
交
流
の
場
と

な
り
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
４
年
生
か

ら
は
、「
１
～
３
年
生
を
ま
と
め
ら
れ
た
」「
自

分
の
仕
事
以
外
の
こ
と
も
進
ん
で
で
き
た
」

「
お
客
さ
ん
に
自
分
か
ら
話
し
か
け
ら
れ
た
」

等
の
感
想
が
聞
か
れ
、
初
等
部
最
高
学
年
と

し
て
の
成
長
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

学
習
発
表
会

〈
１
～
３
年
生
〉

１
～
３
年
生
の
元
気
っ
子
発
表
会
で
は
、
歌

や
劇
な
ど
で
ス
イ
ミ
ー
や
黒
姫
物
語
、
お
む
す

び
こ
ろ
り
ん
や
お
月
見
の
こ
と
を
発
表
し
合
い

ま
し
た
。
ど
の
発
表
も
、
学
習
し
て
き
た
こ

と
を
伝
え
よ

う
と
、
大
き

な
声
や
動
き

で
表
現
し
て

い
て
と
て
も

か
わ
い
ら
し

く
、
低
学
年

ら
し
い
発
表

会
に
な
り
ま

し
た
。
３
年

生
が
司
会
を

務
め
、
堂
々

と
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま

し
た
。

〈
４
～
６
年
生
〉

４
～
６
年
生
の
学
習
発
表
会
で
は
、
４
年

生
は
米
作
り
や
田
ん
ぼ
で
楽
し
か
っ
た
こ

と
、歌
の
発
表
、５
年
生
は
ク
リ
ー
ン
ラ
リ
ー

を
中
心
に
水
の
学
習
の
発
表
、
６
年
１
組
は

野
菜
作
り
や
ビ
デ
オ
作
品
、
６
年
２
組
は
家

作
り
の
発
表
で
し
た
。
ど
の
学
年
も
し
っ
か

７つの解放されたパワーがそろう

虹をかけてくれるという伝説の龍 “タツドラ”

豆つまみ、がんばって！

七夕まつりのおどりをおどったよ

SHINANO  2016.11.15

町
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
て

　信
濃
町
は
、
平
成
28
年
９
月
30
日
を
も
ち
ま
し
て
、
町
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　昭
和
30
年
７
月
１
日
に
柏
原
村
と
富
士
里
村
が
合
併
し
信
濃
村
と
な
り
、
翌
、
昭
和
31
年
９
月
30
日
、
信
濃
村
と
古
間
村
、

信
濃
尻
村
が
一
つ
に
な
り
、
信
濃
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。
以
来
、
着
実
に
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、
町
民
の
皆

様
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
郷
土
愛
、
そ
し
て
、
多
く
の
関
係
の
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
で
あ
り
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　昭
和
か
ら
平
成
へ
と
時
代
が
移
り
行
く
中
、
高
度
経
済
成
長
、
バ
ブ
ル
経
済
と
崩
壊
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
な
ど
、
め
ま
ぐ
る

し
い
社
会
情
勢
、
経
済
環
境
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
近
年
は
、
人
口
減
少
時
代
の
中
で
子
育
て
、
教
育
環
境
の
充
実
、
地

方
創
生
へ
の
対
応
が
一
層
も
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　そ
の
中
で
、
平
成
24
年
４
月
に
は
、
町
内
５
小
学
校
（
古
海
・
野
尻
・
柏
原
・
古
間
・
富
士
里
）
を
統
合
し
小
中
一
貫
校
と

し
て
信
濃
小
中
学
校
を
開
校
し
、
併
せ
て
、
デ
マ
ン
ド
運
行
事
業
を
含
む
地
域
公
共
交
通
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、

将
来
を
見
据
え
た
中
で
住
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、
し
な
の
鉄
道
北
し
な
の
線
開
業
へ
の
対
応
、
防
災
行
政
無
線
整
備
な

ど
前
進
、
発
展
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　本
日
我
々
の
営
み
が
あ
る
の
は
、
先
人
た
ち
が
残
さ
れ
た
努
力
の
賜
と
改
め
て
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
達
や
、
地
域
の

皆
様
が
誇
れ
る
よ
う
な
魅
力
の
あ
る
信
濃
町
を
目
指
し
て
、
積
み
上
げ
て
こ
ら
れ
た
も
の
を
更
に
発
展
さ
せ
、
地
域
の
皆
様
と

協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　結
び
に
、
町
民
並
び
に
関
係
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
祈
念
し
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

信
濃
町
長

　横
川

　正
知

2811カラー.indd   5 2016/10/26   10:25:59

SHINANO  2016.11.1 4

信
濃
町
町
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典

記
念
式
典
次
第

式

　
　辞

　
　横
川
正
知

　信
濃
町
長

挨

　
　拶

　
　小
林
幸
雄

　信
濃
町
議
会
議
長

来
賓
祝
辞

　
　塩
谷
幸
隆

　長
野
地
方
事
務
所
長

　
　
　
　
　
　務
台
俊
介

　衆
議
院
議
員

　
　
　
　
　
　服
部
宏
昭

　長
野
県
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　井
崎
義
治

　流
山
市
長
（
姉
妹
都
市
）

　9
月
25
日
、
爽
や
か
な
日
差
し
の
中
、
信
濃
町
立
総

合
体
育
館
で
記
念
式
典
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　信
濃
町
は
、
昭
和
31
年
９
月
30
日
に
誕
生
し
、
今

年
で
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
多
く
の
来
賓
の
方
々

や
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
列
席
の
中
、
60
年
目
を
迎

え
た
信
濃
町
を
祝
福
し
ま
し
た
。

横川正知町長小林幸雄議長塩谷幸隆長野地方事務所長

井崎義治流山市長 服部宏昭長野県議会議員 務台俊介衆議院議員
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富
士
里
支
館
の
キ
ノ
コ
展
に

あ
わ
せ
て
、
10
月
１
日
（
土
）

に
キ
ノ
コ
の
学
習
会
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
昨
年
同
様
、
伊
勢

見
山
へ
キ
ノ
コ
採
取
に
出
か
け

ま
し
た
。
ル
ー
ト
に
沿
っ
て
キ

ノ
コ
を
探
し
な
が
ら
歩
き
ま
し

た
。
採
取
を
し
た
後
、
富
士
里

支
館
に
移
動
し
、
と
っ
て
き
た

キ
ノ
コ
を
種
類
ご
と
に
わ
け
ま

し
た
。
そ
の
後
、
キ
ノ
コ
の
衛

生
指
導
員
の
方
に
鑑
定
し
て
も

ら
い
、
今
年
は
60
種
類
ほ
ど
の

キ
ノ
コ
を
採
取
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

■
参
加
者
の
感
想
■

○
キ
ノ
コ
に
は
と
て
も
た
く
さ

ん
の
種
類
が
あ
る
こ
と
。
食
べ

ら
れ
な
い
も
の
が
多
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
に
お
い
を
か

い
で
見
る
こ
と
も
大
事
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

○
形
で
そ
の
系
統
が
あ
る
と
知

り
ま
し
た
。
１
回
の
講
座
で
は

わ
か
ら
な
い
の
で
、
何
回
か
参

加
し
な
い
と
む
ず
か
し
い
で

す
。

○
ス
ッ
ポ
ン
タ
ケ
の
幼
菌
を
は

じ
め
て
見
ま
し
た
。
ニ
オ
イ
を

か
い
だ
り
、
プ
ニ
ョ
プ
ニ
ョ
し

た
感
じ
を
観
察
で
き
て
良
か
っ

た
で
す
。
今
年
は
自
分
で
タ
ケ

リ
タ
ケ
を
２
本
も
見
つ
け
ら
れ

て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
毎
年
い

ろ
い
ろ
な
キ
ノ
コ
が
見
ら
れ
て

楽
し
い
で
す
。

○
ス
ッ
ポ
ン
タ
ケ
の
よ
う
な
本

で
し
か
見
た
こ
と
が
な
い
キ
ノ

コ
も
自
分
で
見
つ
け
ら
れ
て
、

い
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

○
い
ろ
い
ろ
な
き
の
こ
の
種
類

が
わ
か
り
お
も
し
ろ
か
っ
た
で

す
。
知
ら
な
い
き
の
こ
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
め
ず
ら

し
い
き
の
こ
（
タ
ケ
リ
タ
ケ
な

ど
）
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

○
実
際
山
に
連
れ
て
行
っ
て

も
ら
っ
た
の
で
迷
わ
ず
山
に

入
っ
て
キ
ノ
コ
を
取
る
こ
と

が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
そ

の
後
、
と
っ
た
キ
ノ
コ
を
細

か
く
鑑
定
し
て
も
ら
っ
た
の

で
と
て
も
参
考
に
な
り
楽
し

か
っ
た
で
す
。

　
博
物
館
で
は
５
月
に
続
き
、

９
月
の
放
課
後
こ
ど
も
教
室

「
自
然
教
室
」
の
３
回
を
担
当

し
ま
し
た
。

９
月
14
日
　

　
地
域
交
流
施
設
の
ま
わ
り
で

見
ら
れ
る
生
き
物
を
さ
が
し
に

出
か
け
ま
し
た
。
５
月
と
は

違
っ
た
生
き
物
に
出
会
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
カ
マ

キ
リ
が
た
く
さ
ん
見
つ
か
り
ま

し
た
。
ま
た
ド
ン
グ
リ
や
ク
リ

な
ど
の
木
の
実
を
拾
っ
て
観
察

し
ま
し
た
。

９
月
21
日
　

　
水
の
中
に
す
む
生
き
物
の
観

察
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
地
域

交
流
施
設
の
横
に
あ
る
池
で
水

生
昆
虫
を
つ
か
ま
え
た
り
、
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
ネ
ッ
ト
で
池
の
水

を
す
く
い
、
顕
微
鏡
で
微
生
物

の
観
察
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

９
月
28
日
　

　
動
物
の
骨
を
テ
ー
マ
に
本
物

の
骨
を
観
察
し
た
り
、
ナ
ウ
マ

ン
ゾ
ウ
の
骨
の
パ
ズ
ル
に
挑
戦

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
身
近
な

動
物
で
も
骨
を
見
る
機
会
は
少

な
い
の
で
、
子
ど
も
達
は
お
そ

る
お
そ
る
手
に
取
っ
た
り
、
観

察
し
て
い
ま
し
た
。

「ほねのはくぶつかん」
ナウマンゾウのほねのパズルやゲームに挑戦！景品もあります。
日時　平成 28年 11月 20日（日）10:00 ～ 14:30
場所　野尻湖支館
お問い合わせ先
　野尻湖ナウマンゾウ博物館　☎（２５８）２０９０

　野尻湖支館文化祭にあわせて博物館ミニイベントをおこな

います。参加無料ですので、お気軽にご参加ください。また、

野尻湖支館文化祭にご来場の方には博物館無料入館券を配布

します。この券をお持ちの方は無料で博物館をご覧いただけ

ます。この機会にぜひ博物館にお越しください。

お知らせ 　野尻湖支館文化祭にて体験ミニイベント開催‼

学
習
会
の
報
告

キ
ノ
コ
の学習

会

キノコを採取

キノコ鑑定のようす

放
課
後
子
ど
も

教
室
の
報
告

カマキリを観察

動物の骨を観察

９
月
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９
月
24
日
（
土
）
に
上
越
市

立
水
族
博
物
館
に
て
学
習
会「
水

族
館
で
学
ぶ
進
化
」
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
町
内
の
小
学
生
を

中
心
に
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

飼
育
員
の
方
の
ご
案
内
で
バ
ッ

ク
ヤ
ー
ド
を
見
学
し
ま
し
た
。

魚
た
ち
の
エ
サ
を
見
せ
て
い
た

だ
い
た
り
、
水
槽
の
管
理
を
お

こ
な
っ
て
い
る
場
所
も
見
学
し

ま
し
た
。
展
示
水
槽
の
ま
わ
り

に
は
幼
魚
な
ど
が
入
っ
た
た
く

さ
ん
の
水
槽
が
あ
り
、
参
加
者

は
興
味
津
々
の
よ
う
す
で
の
ぞ

き
こ
ん
で
い
ま
し
た
。
エ
イ
の

歯
も
見
せ
て
い
た
だ
き
、
物
を

す
り
つ
ぶ
し
て
食
べ
る
の
に
適

し
た
独
特
な
形
の
歯
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
水
族
館
で

は
魚
や
ク
ラ
ゲ
の
餌
付
け
を
お

こ
な
う
企
画
を
実
施
し
て
お
り
、

実
際
に
魚
た
ち
が
エ
サ
を
食
べ

て
い
る
よ
う
す
を
比
べ
て
み
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

生
き
た
化
石
と
も
い
わ
れ
る
ハ

イ
ギ
ョ
も
観
察
し
ま
し
た
。

■
参
加
者
の
感
想
■

○
ペ
ン
ギ
ン
の
え
さ
や
り
が
楽

し
か
っ
た
。

○
ハ
イ
ギ
ョ
を
見
ら
れ
て
よ

か
っ
た
。

　
信
濃
町
を
と
び
だ
し
、
近
隣

の
市
町
村
の
遺
跡
や
遺
物
を
見

学
す
る
企
画
で
す
が
、
今
回
は

10
月
２
日
（
日
）
に
２
ヶ
所
の

古こ

墳ふ
ん

を
中
心
に
見
学
を
し
て
き

ま
し
た
。
参
加
者
は
19
名
で
し

た
。
古
墳
は
３
世
紀
か
ら
７
世

紀
ま
で
続
く
古
墳
時
代
に
つ
く

ら
れ
た
有
力
者
の
大
き
な
墓
で
、

土
を
高
く
盛
り
上
げ
て
墳
丘
を

つ
く
る
の
が
一
般
的
で
す
が
、
石

を
積
み
上
げ
て
つ
く
る
積つ
み

石い
し

塚づ
か

と
呼
ば
れ
る
珍
し
い
古
墳
が
あ

り
ま
す
。
長
野
県
の
北
部
に
は

国
内
で
も
積
石
塚
が
多
く
、
特

に
大お
お
む
ろ室
古
墳
群
は
５
０
０
基
も

の
古
墳
が
集
ま
る
国
内
最
大
規

模
の
積
石
塚
古
墳
群
で
す
。
国

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
て
、

史
跡
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。
長
野
市
教
育
委
員
会

の
職
員
の
方
か
ら
説
明
を
し
て

い
た
だ
き
な
が
ら
代
表
的
な
古

墳
を
見
て
回
り
ま
し
た
。

　
八
は
っ
ち
ょ
う
よ
ろ
い
づ
か

丁
鎧
塚
古
墳
は
２
基
の

積
石
塚
が
い
ず
れ
も
直
径
25
ｍ

も
あ
る
円
墳
で
、
積
石
塚
と
し

て
は
国
内
最
大
級
で
す
。ま
た
、

こ
の
古
墳
か
ら
の
出
土
品
を
須

坂
市
立
博
物
館
で
見
学
し
ま
し

た
。
出
土
品
の
中
に
獅
子
の
模

様
が
付
い
た
帯
金
具
が
あ
り
、

こ
れ
に
類
似
し
た
も
の
が
朝
鮮

半
島
の
古
墳
か
ら
出
土
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
八
丁
鎧
塚
の
主

は
朝
鮮
半
島
と
の
か
か
わ
り
の

あ
る
人
か
も
し
れ
な
い
と
の
こ

と
で
し
た
。
こ
こ
で
は
須
坂
市

立
博
物
館
の
学
芸
員
の
方
に
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
好
天
の
中
、
な
ぜ
こ
の
地
域

に
積
石
塚
が
多
い
の
か
な
ど
を

考
え
な
が
ら
、
楽
し
く
古
墳
を

め
ぐ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
参
加
者
の
感
想
■

○
大
変
有
意
義
な
勉
強
会
で
し

た
。
特
に
大
室
古
墳
群
は
大
規

模
な
日
本
有
数
の
古
墳
群
で
、

様
々
な
タ
イ
プ
の
古
墳
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
太
古
の
昔
か
ら
朝

鮮
半
島
か
ら
渡
っ
て
来
た
と
思

わ
れ
る
も
の
も
出
土
し
た
り
し

て
、
古
代
史
に
ロ
マ
ン
を
馳
せ

ら
れ
ま
し
た
。

○
い
に
し
え
の
ロ
マ
ン
の
遺
跡

め
ぐ
り
で
、
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
エ
ジ
プ
ト
ま
で
行
か
な
く

て
も
、
こ
ん
な
に
近
く
に
す
ば

ら
し
い
古
墳
が
あ
る
と
は
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

○
謎
が
解
け
ま
し
た
。
高
速
道

路
を
走
る
た
び
に
大
室
第
一
、

第
二
ト
ン
ネ
ル
の
間
の
景
色

が
何
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
大
室
古
墳
群
と
わ
か

り
ま
し
た
。
ま
た
後
日
、
ゆ
っ

く
り
と
訪
れ
た
い
と
思
い
ま

す
。

○
近
く
に
あ
ん
な
に
た
く
さ

ん
の
古
墳
が
あ
る
こ
と
を
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
て
い
ね

い
な
説
明
で
、
色
々
な
こ
と

が
わ
か
っ
て
、
興
味
深
か
っ

た
で
す
。

バックヤードを見学

学
習
会
の
報
告

水
族
館
で

学
ぶ
進
化

エイの歯を見せていただきました

学
習
会
の
報
告

遺
跡
め
ぐ
り(

秋)

― 

大
室
古
墳
群（
長
野
市
）と

八
丁
鎧
塚
古
墳（
須
坂
市
）―

大室古墳群で石室の説明を聞く

大室 244 号墳の前で記念撮影

八丁鎧塚古墳を見学
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町
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
て

　信
濃
町
は
、
平
成
28
年
９
月
30
日
を
も
ち
ま
し
て
、
町
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　昭
和
30
年
７
月
１
日
に
柏
原
村
と
富
士
里
村
が
合
併
し
信
濃
村
と
な
り
、
翌
、
昭
和
31
年
９
月
30
日
、
信
濃
村
と
古
間
村
、

信
濃
尻
村
が
一
つ
に
な
り
、
信
濃
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。
以
来
、
着
実
に
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、
町
民
の
皆

様
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
郷
土
愛
、
そ
し
て
、
多
く
の
関
係
の
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
で
あ
り
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　昭
和
か
ら
平
成
へ
と
時
代
が
移
り
行
く
中
、
高
度
経
済
成
長
、
バ
ブ
ル
経
済
と
崩
壊
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
な
ど
、
め
ま
ぐ
る

し
い
社
会
情
勢
、
経
済
環
境
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
近
年
は
、
人
口
減
少
時
代
の
中
で
子
育
て
、
教
育
環
境
の
充
実
、
地

方
創
生
へ
の
対
応
が
一
層
も
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　そ
の
中
で
、
平
成
24
年
４
月
に
は
、
町
内
５
小
学
校
（
古
海
・
野
尻
・
柏
原
・
古
間
・
富
士
里
）
を
統
合
し
小
中
一
貫
校
と

し
て
信
濃
小
中
学
校
を
開
校
し
、
併
せ
て
、
デ
マ
ン
ド
運
行
事
業
を
含
む
地
域
公
共
交
通
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、

将
来
を
見
据
え
た
中
で
住
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、
し
な
の
鉄
道
北
し
な
の
線
開
業
へ
の
対
応
、
防
災
行
政
無
線
整
備
な

ど
前
進
、
発
展
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　本
日
我
々
の
営
み
が
あ
る
の
は
、
先
人
た
ち
が
残
さ
れ
た
努
力
の
賜
と
改
め
て
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
達
や
、
地
域
の

皆
様
が
誇
れ
る
よ
う
な
魅
力
の
あ
る
信
濃
町
を
目
指
し
て
、
積
み
上
げ
て
こ
ら
れ
た
も
の
を
更
に
発
展
さ
せ
、
地
域
の
皆
様
と

協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　結
び
に
、
町
民
並
び
に
関
係
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
祈
念
し
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

信
濃
町
長

　横
川

　正
知
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信
濃
町
町
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典

記
念
式
典
次
第

式

　
　辞

　
　横
川
正
知

　信
濃
町
長

挨

　
　拶

　
　小
林
幸
雄

　信
濃
町
議
会
議
長

来
賓
祝
辞

　
　塩
谷
幸
隆

　長
野
地
方
事
務
所
長

　
　
　
　
　
　務
台
俊
介

　衆
議
院
議
員

　
　
　
　
　
　服
部
宏
昭

　長
野
県
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　井
崎
義
治

　流
山
市
長
（
姉
妹
都
市
）

　9
月
25
日
、
爽
や
か
な
日
差
し
の
中
、
信
濃
町
立
総

合
体
育
館
で
記
念
式
典
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　信
濃
町
は
、
昭
和
31
年
９
月
30
日
に
誕
生
し
、
今

年
で
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
多
く
の
来
賓
の
方
々

や
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
列
席
の
中
、
60
年
目
を
迎

え
た
信
濃
町
を
祝
福
し
ま
し
た
。

横川正知町長小林幸雄議長塩谷幸隆長野地方事務所長

井崎義治流山市長 服部宏昭長野県議会議員 務台俊介衆議院議員
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少
子
高
齢
化
が
進
む
現
代

に
お
い
て
、
六
十
五
歳
以
上

の
人
々
の
中
に
は
「
自
分
は
高

齢
者
」
と
常
に
感
じ
て
い
る
人

は
案
外
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ま
し
て
や
「
老
人
」
と
い

う
言
い
方
は
殆
ん
ど
聞
か
な
く

な
り
ま
し
た
。
昭
和
初
期
の
新

聞
に
『
五
十
歳
の
老
人
、
都
電

に
轢
か
れ
る
』
と
い
う
記
事
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
今
の
感
覚

か
ら
す
れ
ば
ビ
ッ
ク
リ
！
で
す

が
、
そ
の
頃
は
五
十
歳
は
既
に

「
老
人
」
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

先
日
、
八
十
代
半
ば
の
父

と
買
い
物
に
行
っ
た
時
の
事

で
す
。
慣
れ
な
い
お
店
だ
っ
た

の
で
無
理
も
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
父
は
と
て
も
慎
重
に
歩
い

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
品
物
選

び
も
慎
重
で
し
た
。
よ
う
や
く

買
う
も
の
が
決
ま
っ
て
支
払
を

し
よ
う
と
し
た
時
、
そ
の
店
で

は
使
え
な
い
商
品
券
が
交
じ
っ

て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
手
間

が
か
か
り
ま
し
た
。
店
員
さ
ん

も
初
め
気
が
付
か
な
か
っ
た
く

ら
い
で
す
か
ら
大
し
た
こ
と
は

な
い
の
で
す
が「
俺
も
年
だ
な
」

と
呟
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
近

く
で
は
カ
ー
ド
と
駐
車
券
を
車

の
中
に
置
い
て
き
て
し
ま
っ
た

高
齢
者
に
店
員
が
ほ
ん
わ
か
と

し
た
笑
顔
で
応
対
し
て
い
て
安

心
し
ま
し
た
。

高
齢
者
が
生
活
し
て
い
く

う
え
で
大
切
な
こ
と
を
上
げ
て

み
ま
し
ょ
う
。

●
仕
事
（
収
入
手
段
）
を
い
つ

ま
で
も
続
け
た
い
。

●
い
つ
ま
で
も
自
分
の
家
族
と

一
緒
に
暮
ら
し
た
い
。

●
社
会
の
一
員
と
し
て
地
域
社

会
の
役
に
立
ち
た
い
。

●
い
つ
ま
で
も
学
び
た
い
。

●
自
分
の
尊
厳
を
守
り
、
周
囲

か
ら
大
切
に
さ
れ
た
い
。

●
身
体
が
思
う
よ
う
に
動
か
な

く
な
っ
た
ら
周
囲
の
援
助

が
欲
し
い
。

●
安
全
に
住
め
る
場
所
を
確
保

し
た
い
。

●
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た

め
の
話
し
相
手
が
常
に
欲

し
い
。

誰
で
も
年
齢
を
重
ね
れ
ば
、

身
体
面
や
精
神
面
で
衰
え
が
生

じ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
こ
と
で
私
た
ち
は
高

齢
者
を
疎
外
し
た
り
、
蔑
視
し

て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
い

い
年
を
し
て
」「
も
う
年
な
ん

だ
か
ら
」
と
い
っ
た
年
齢
だ
け

を
理
由
に
社
会
参
加
を
妨
げ
る

こ
と
は
人
権
侵
害
で
す
。

こ
こ
数
年
、
社
会
の
中
に
お

け
る
高
齢
者
に
対
す
る
尊
敬
の

念
や
感
謝
の
心
が
稀
薄
に
な
っ

て
き
た
こ
と
や
、
核
家
族
化
が

進
む
中
で
、
一
人
暮
ら
し
や
夫

婦
二
人
だ
け
の
世
帯
が
増
え
て

い
る
な
ど
生
活
環
境
の
変
化
が

大
き
な
要
因
と
な
り
、
高
齢
者

に
対
す
る
い
じ
め
、
虐
待
、
介

護
放
棄
、
悪
徳
商
法
や
振
り
込

め
詐
欺
な
ど
の
事
件
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
ま
た
、
周
り
か
ら

見
れ
ば
理
解
で
き
な
い
言
動
や

行
動
を
と
る
「
認
知
症
」
の
状

態
が
あ
り
ま
す
。

多
く
の
方
は
感
情
が
失
わ

れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
た
め
、

プ
ラ
イ
ド
を
傷
つ
け
る
態
度
を

と
ら
れ
れ
ば
、
悲
し
い
気
持
ち

に
な
っ
た
り
、
怒
り
を
感
じ
た

り
す
る
の
だ
そ
う
で
す
。

人
権
と
は
人
の
命
を
大
切

に
し
て
、
自
分
が
さ
れ
て
嫌
な

こ
と
は
人
に
も
し
な
い
こ
と
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
人
権
侵
害

を
無
く
す
た
め
に
も
、
高
齢
者

に
つ
い
て
理
解
し
て
社
会
全
体

で
共
生
す
る
意
識
を
持
つ
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

第
１
回
や
ま
び
こ
学
級

古
間
支
館

８
月
27
日
（
土
）
に
地
域

交
流
施
設
に
お
い
て
第
１
回
や

ま
び
こ
学
級
キ
ッ
ズ
ク
ッ
キ
ン

グ
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
24

名
の
参
加
で
、
ピ
ザ
を
生
地
か

ら
作
り
ま
し
た
。
皆
思
い
思
い

に
ト
ッ
ピ
ン
グ
を
し
、
個
性
的

な
ピ
ザ
を
作
り
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
天
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
ド
ラ
ム
缶
の
窯

で
美
味
し
い
ピ
ザ
が
で
き
ま

し
た
。

残
り
者 

朝
井
ま
か
て

ポ
イ
ズ
ン
ド
ー
タ
ー
・

ホ
ー
リ
ー
マ
ザ
ー

湊

　
か
な
え

ど
こ
か
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

中
山

　
七
里

ジ
ニ
の
パ
ズ
ル 

崔

　
　
　
実

ア
ン
マ
ー
と
ぼ
く
ら

 

有
川

　
　
浩

ね
こ
の
お
う
ち 

柳

　
　
美
里

死
の
虫

ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
と
の
闘
い

 

小
林

　
照
幸

コ
ン
ビ
ニ
人
間 

村
田
沙
耶
香

海
の
見
え
る
理
髪
店

 

荻
原

　
　
治

東
京
會
舘
と
わ
た
し

上

　
旧
館 

辻
村

　
深
月

東
京
會
舘
と
わ
た
し

下

　
新
館 

辻
村

　
深
月

シ
ン
マ
イ
！ 

浜
口
倫
太
郎

み
か
づ
き 

森

　
　
絵
都

松
本
城
、
起
つ 

六
冬

　
和
生

日
本
文
学
全
集

　
29

 

近
現
代
詩
歌

日
本
文
学
全
集

　
30

 

日
本
語
の
た
め
に

　
　

  

高
齢
者
の
人
権

社
会
教
育
委
員

　
Ｎ　

生地作りからこれから焼きますよ！

伸ばすの難しいなあトッピングも上手に美味しそうにできた！

人
権
の
窓

本
・
支
館
事
業
か
ら

新
着
図
書

483483

今
回
は
あ
ま
り
知
っ
て
い
る

人
が
少
な
い
と
思
う
、自
分
の

勤
め
先
で
あ
る
信
濃
町
共
同
作

業
所
の「
ひ
だ
ま
り
セ
ン
タ
ー
」

の
こ
と
を
書
き
た
い
と
思
い
ま

す
。信
濃
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
一
部
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

あ
ら
た
め
て
紹
介
し
ま
す
。

場
所
は
富
士
里
平
岡
地
区
の

ふ
れ
あ
い
広
場
の
一
角
に
あ
り

ま
す
。心
身
障
が
い
の
た
め
、一

般
の
会
社
に
勤
め
る
こ
と
が
難

し
い
人
や
、家
に
閉
じ
こ
も
り
が

ち
な
人
た
ち
が
交
流
を
深
め
、

さ
さ
え
あ
い
作
業
や
、い
ろ
い
ろ

な
活
動
を
通
じ
て
社
会
生
活
能

力
を
高
め
、就
労
や
地
域
生
活

が
し
や
す
く
な
る
よ
う
に
願
っ

て
、作
ら
れ
た
通
所
施
設
で
す
。

一
日
の
流
れ
は
通
所
さ
れ
て

い
る
人
は
、そ
れ
ぞ
れ
バ
ス
や
車

や
自
転
車
な
ど
で
通
わ
れ
、早

い
人
は
朝
８
時
30
分
ご
ろ
に
通

所
し
、一
部
の
人
た
ち
は
９
時
ご

ろ
か
ら
作
業
を
し
て
、全
員
が

揃
っ
た
と
こ
ろ
で
朝
礼
を
行
い
、

10
時
ご
ろ
か
ら
作
業
を
開
始
し

ま
す
。

町
内
の
会
社
か
ら
受
注
し
た

仕
事
は
、主
に
食
品
や
土
産
品

の
袋
詰
め
、食
品
の
箱
折
り
な

ど
の
軽
作
業
で
す
。食
品
だ
と

ま
ず
表
に
商
品
名
の
シ
ー
ル
、裏

に
は
賞
味
期
限
や
成
分
表
な
ど

が
印
字
さ
れ
、シ
ー
ル
を
手
作

業
で
貼
り
ま
す
。そ
し
て
原
材

料
を
デ
ジ
タ
ル
は
か
り
で
計
量

し
、袋
詰
め
し
て
最
後
に
足
踏

み
式
シ
ー
ラ
ー
で
密
封
し
て
完

成
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
が
出
来
る

仕
事
を
分
担
し
て
、職
員
も
手

伝
い
な
が
ら
作
業
を
し
て
い
ま

す
。完

成
し
た
商
品
は
地
元
の

「
道
の
駅
し
な
の
ふ
る
さ
と
天

望
館
」や
近
く
の
高
速
道
路
の

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
な
ど
で
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。

12
時
に
な
る
と
、そ
れ
ぞ
れ

が
持
参
し
た
お
弁
当
な
ど
で

昼
食
を
す
ま
せ
、昼
寝
な
ど
を

し
て
13
時
に
全
員
で
体
操
を
し

て
、作
業
開
始
で
す
。休
憩
を
は

さ
み
14
時
30
分
に
作
業
を
終
了

し
、後
片
付
け
を
し
て
通
所
者

は
帰
宅
し
ま
す
。

創
作
活
動
で
は
絵
画
・
書
道
、

春
と
秋
に
は
苗
植
え
や
球
根
植

え
で
、町
内
の
保
育
園
児
と
交

流
し
て
い
ま
す
。他
に
は
薪
を
作

り
販
売
し
、畑
で
は
高
値
が
つ
く

花
豆
を
作
り
、今
年
か
ら
は
と

ら
豆
な
ど
も
作
り
販
売
す
る
予

定
で
す
。

ま
た
信
濃
町
社
協
が
月
２

回
、古
間
の
地
域
交
流
施
設
で

開
い
て
い
る
お
買
い
物
サ
ロ
ン
で

は
、高
齢
者
の
人
た
ち
に
喫
茶

で
コ
ー
ヒ
ー
、紅
茶
を
販
売
し
て

い
ま
す
。

私
は
仕
事
を
し
て
い
く
中
で
、

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン（
障
が

い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
誰
も

が
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
参
加
で
き

る
こ
と
が
普
通
で
あ
る
と
い
う

考
え
方
）と
い
う
、言
葉
を
大
事

に
し
て
い
ま
す
。地
域
の
み
な
さ

ん
に
は
温
か
く
見
守
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
Ｙ
）

一
茶
句
碑
の
紹
介
④  

　
大
そ
れ
た

　
花
火
の
音
も

　
祭
哉

富
士
里
落
合
神
社
境
内
に
あ
る

句
碑
で
、昭
和
61
年
に
建
立
さ
れ

て
い
ま
す
。　

一
茶
の「
七
番
日
記
」に
掲
載

さ
れ
て
い
る
句
で
す
が
文
化

十
三
年
八
月
十
七
日
、古
間
村

の
門
人
で
木
田
白
飛
宅
の
二
階

に
て
落
合
村
の
祭
り
の
花
火
を

見
な
が
ら
月
見
を
し
て
い
る
時

に
詠
ん
だ
も
の
だ
そ
う
で
す
。木

田
家
の
先
祖
も
落
合
村
の
出
身

で
、こ
の
こ
ろ
落
合
村
の
若
衆

は
、花
火
を
自
家
製
作
し
て
打

ち
上
げ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ

り
、現
在
も
落
合
地
区
の
秋
祭

り
で
は
盛
大
な
花
火
が
打
ち
上

が
っ
て
い
ま
す
。

　
百
福
の
は
じ
ま
る

　
ふい
ご
始
哉

　
こ
の
句
碑
は
昭
和
63
年
に
古

間
・
十
一
屋
さ
ん
店
舗
横
に
建
立

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、文
政
八
年

の「
文
政
句
帖
」に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。　

そ
の
当
時
の
柏
原
・
古
間
に
は

信
州
鎌
の
鍛
冶
屋
さ
ん
が
多
く

あ
り
、朝
早
く
か
ら
夕
方
ま
で
鎚

音
が
響
き
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

　

「
ふ
い
ご
始
め
」と
は
新
年
に

火
の
神
様
に
感
謝
し
て
火
入
れ

を
行
い
、「
打
ち
初
め
」を
し
て
一

年
の
無
事
と
幸
せ
を
願
う
儀
式

の
こ
と
で
す
。

　
そ
の
昔
な
が
ら
の
鍛
冶
技
法

を
近
年
ま
で
継
承
さ
れ
て
き
た

柏
原
上
町
の「
中
村
与
平
」旧
宅

お
よ
び
鍛
冶
道
具
類
が
、本
年
九

月
に
長
野
県
有
形
民
俗
資
料
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
の
外
ヶ
浜
迄

　
　
　
　
　
　
お
ち
穂
哉

　
こ
の
句
碑
も
昭
和
63
年
に
信

濃
町
役
場
庁
舎
入
口
前
に
建
立

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、文
政
元
年

に
詠
ま
れ「
七
番
日
記
」に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
時
代
は
、普
通
な
ら
ば
農

民
は
田
ん
ぼ
の
落
穂
ま
で
拾
っ
て

腹
の
足
し
、年
貢
の
足
し
に
す
る

の
で
す
が
、こ
の
年
は
日
本
全
国

が
豊
作
だ
っ
た
の
で
日
本
の
最

北
端(

本
州)
で
あ
る
外
个
浜(

青

森
県
津
軽
半
島
陸
奥
湾
側
地

域
）で
さ
え
誰
も
落
穂
を
拾
お
う

と
し
な
く
、天
明
の
大
飢
饉
に
比

べ
て
米
価
が
三
分
の
一
以
下
に
下

落
し
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　
こ
れ
を
受
け
て
異
国
の
人
が

う
ら
や
ま
し
く
思
う
だ
ろ
う

と
い
う
意
味
ら
し
い
。

  

江
戸
時
代
も
幕
末
に
近
く
な

り
、一
茶
の
句
に
も
世
界
を
意
識

し
て「
日
本
」を
詠
ん
だ
句
が
数

多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

11
・
12
月

公
民
館
事
業
計
画

♢
11
月
5
日(

土
）
〜
6
日(

日)

　
第
39
回
文
化
祭

 

古
間
支
館

♢
11
月
19
日(

土
）
〜
20
日(

日)

　
第
38
回
文
化
祭

 

野
尻
湖
支
館

♢
11
月
26
日
（
土
）

　
ふ
る
さ
と
学
級
④

 

富
士
里
支
館

♢

　
　
〃　

お
ら
が
学
級
⑥

 

古
間
支
館

♢
12
月
2
日
（
金
）

　
く
ろ
ひ
め
学
級
①

 

柏
原
支
館

♢
12
月
10
日
（
土
）

　
そ
ば
打
ち
、
し
め
縄
作
り

　
講
習
会 

古
間
支
館

♢
12
月
16
日
（
金
）

　
ふ
る
さ
と
学
級
⑤

 

富
士
里
支
館

♢
12
月
17
日
（
土
）

　
手
打
ち
そ
ば
講
習
会

 

柏
原
支
館

や
ま

　

な
み

や
ま

　

な
み

大それた花火の音も祭哉

日本の外ヶ浜迄おち穂哉

百福のはじまるふいご始哉
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町
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
て

　
信
濃
町
は
、
平
成
28
年
９
月
30
日
を
も
ち
ま
し
て
、
町
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
昭
和
30
年
７
月
１
日
に
柏
原
村
と
富
士
里
村
が
合
併
し
信
濃
村
と
な
り
、
翌
、
昭
和
31
年
９
月
30
日
、
信
濃
村
と
古
間
村
、

信
濃
尻
村
が
一
つ
に
な
り
、
信
濃
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。
以
来
、
着
実
に
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、
町
民
の
皆

様
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
郷
土
愛
、
そ
し
て
、
多
く
の
関
係
の
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
で
あ
り
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
昭
和
か
ら
平
成
へ
と
時
代
が
移
り
行
く
中
、
高
度
経
済
成
長
、
バ
ブ
ル
経
済
と
崩
壊
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
な
ど
、
め
ま
ぐ
る

し
い
社
会
情
勢
、
経
済
環
境
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
近
年
は
、
人
口
減
少
時
代
の
中
で
子
育
て
、
教
育
環
境
の
充
実
、
地

方
創
生
へ
の
対
応
が
一
層
も
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
平
成
24
年
４
月
に
は
、
町
内
５
小
学
校
（
古
海
・
野
尻
・
柏
原
・
古
間
・
富
士
里
）
を
統
合
し
小
中
一
貫
校
と

し
て
信
濃
小
中
学
校
を
開
校
し
、
併
せ
て
、
デ
マ
ン
ド
運
行
事
業
を
含
む
地
域
公
共
交
通
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、

将
来
を
見
据
え
た
中
で
住
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、
し
な
の
鉄
道
北
し
な
の
線
開
業
へ
の
対
応
、
防
災
行
政
無
線
整
備
な

ど
前
進
、
発
展
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
本
日
我
々
の
営
み
が
あ
る
の
は
、
先
人
た
ち
が
残
さ
れ
た
努
力
の
賜
と
改
め
て
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
達
や
、
地
域
の

皆
様
が
誇
れ
る
よ
う
な
魅
力
の
あ
る
信
濃
町
を
目
指
し
て
、
積
み
上
げ
て
こ
ら
れ
た
も
の
を
更
に
発
展
さ
せ
、
地
域
の
皆
様
と

協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
町
民
並
び
に
関
係
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
祈
念
し
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

信
濃
町
長

　
横
川

　
正
知
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信
濃
町
町
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典

記
念
式
典
次
第

式

　
　
辞

　
　
横
川
正
知

　
信
濃
町
長

挨

　
　
拶

　
　
小
林
幸
雄

　
信
濃
町
議
会
議
長

来
賓
祝
辞

　
　
塩
谷
幸
隆

　
長
野
地
方
事
務
所
長

　
　
　
　
　
　
務
台
俊
介

　
衆
議
院
議
員

　
　
　
　
　
　
服
部
宏
昭

　
長
野
県
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
井
崎
義
治

　
流
山
市
長
（
姉
妹
都
市
）

　
9
月
25
日
、
爽
や
か
な
日
差
し
の
中
、
信
濃
町
立
総

合
体
育
館
で
記
念
式
典
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
信
濃
町
は
、
昭
和
31
年
９
月
30
日
に
誕
生
し
、
今

年
で
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
多
く
の
来
賓
の
方
々

や
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
列
席
の
中
、
60
年
目
を
迎

え
た
信
濃
町
を
祝
福
し
ま
し
た
。

横川正知町長小林幸雄議長塩谷幸隆長野地方事務所長

井崎義治流山市長 服部宏昭長野県議会議員 務台俊介衆議院議員
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第
4
回
お
ら
が
学
級

古
間
支
館

9
月
14
日
（
水
）
に
28
名
の

参
加
で
第
4
回
お
ら
が
学
級
を

行
い
ま
し
た
。
午
前
中
は
、
い

こ
い
の
家
で
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

午
後
は
地
域
交
流
施
設
に
お
い

て
、
長
野
市
内
で
エ
ス
テ
サ
ロ
ン

を
開
業
し
て
い
る
矢
向
美
里
さ

ん
を
講
師
に
、
健
康
講
話
と
軽

体
操
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

歴
史
め
ぐ
り

野
尻
湖
支
館

9
月
15
日
（
木
）
に
新
潟
県

上
越
市
～
糸
魚
川
市
の
歴
史
を

学
習
し
て
来
ま
し
た
。
上
越
市

で
は
、『
岩
の
原
葡
萄
園
』
に

あ
る
上
越
市
指
定
文
化
財
を

視
察
し
、
ま
た
『
林
泉
寺
』
で

は
、
上
杉
謙
信
公
ゆ
か
り
あ
る

品
々
や
お
墓
へ
も
お
参
り
す
る

事
が
で
き
ま
し
た
。
お
昼
ご
飯

は
食
事
処
『
鱚
や
』
に
て
美
味

し
い
海
の
幸
を
沢
山
い
た
だ
き
、

午
後
は
糸
魚
川
市
に
あ
る
『
能

生
白
山
神
社
』
へ
行
き
、
国
宝

及
び
県
・
市
文
化
財
の
歴
史
を

氏
子
総
代
様
に
説
明
し
て
も
ら

い
、
貴
重
な
学
習
に
な
り
ま
し

た
。
マ
リ
ン
ド
リ
ー
ム
能
生
や
帰

り
道
の
高
速
道
路
に
あ
る
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
へ
寄
り
、
み
な
さ
ん

お
土
産
を
た
く
さ
ん
手
に
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
大
変
ご
好
評
い

た
だ
き
、
来
年
度
の
歴
史
め
ぐ

り
も
今
か
ら
楽
し
み
に
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

第
41
回
き
の
こ
展

富
士
里
支
館

10
月
1
日（
土
）・
2
日（
日
）

に
行
わ
れ
、
専
門
委
員
が
採
取

し
た
き
の
こ
161
点
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

2
日
に
は
〝
き
の
こ
の
達
人
〟

小
林
一
行
さ
ん
、
須
山
正
男
さ

ん
の
鑑
定
士
の
先
生
に
よ
り
説

明
、
鑑
別
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

今
年
は
台
風
の
襲
来
が
続

き
、
雨
の
日
が
多
く
、
き
の
こ

の
出
が
例
年
に
な
く
豊
作
の
よ

う
で
、
町
内
外
か
ら
の
持
ち
込

み
が
多
く
、
鑑
定
待
ち
の
方
の

行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
盛
況
で

し
た
。

新
聞
紙
に
包
み
、
白
く
て
大

き
な
き
の
こ
を
沢
山
持
ち
込
む

も
「
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
」
の
一
言

に
が
っ
か
り
す
る
な
ど
、
一
喜
一

憂
の
楽
し
い
「
き
の
こ
展
」
と

な
り
ま
し
た
。

汗をかくのは気持ちいいなぁ

ナイスショット真剣に聞いてますきれいになったかな？

第２石蔵入見学

凛とした林泉寺 大きくて立派なかやぶき屋根

先生私のもみてください

きのこの数、161種

ワインの試飲もできました。

慎重に狙ってます

第
１
回
ふ
る
さ
と
学
級

富
士
里
支
館

８
月
20
日
（
土
）
に
58
名

が
参
加
し
開
か
れ
ま
し
た
。
午

前
は
飯
綱
町
の
サ
ン
ク
ゼ
ー
ル

ワ
イ
ナ
リ
ー
の
見
学
を
行
い
、

お
土
産
購
入
や
ワ
イ
ン
の
試
飲

な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

午
後
は
傳
田
清
一
社
会
保

険
労
務
士
に
よ
る
、「
人
と
の

接
し
方
」
の
講
義
を
行
い
ま

し
た
。

第
2
回
ふ
る
さ
と
学
級

富
士
里
支
館

9
月
10
日
（
土
）
に
ふ
れ

あ
い
広
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
選
手
宣
誓
は
、
最
初

に
受
付
に
来
た
方
に
お
願
い
す

る
こ
と
に
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

3
名
同
時
で
あ
っ
た
た
め
、
宣

誓
者
3
名
で
行
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
朝
か

ら
に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気
で
、
楽

し
く
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

野
尻
湖
支
館
絵
画
教
室

野
尻
湖
支
館

第
6
回

　
8
月
18
日
（
木
）

第
7
回

　
9
月
1
日
（
木
）

第
8
回

　
9
月
15
日
（
木
）

野
尻
湖
水
戸
口
公
園
や
関

川
河
川
敷
に
て
写
生
を
し
ま
し

た
。
前
年
度
参
加
者
は
、
見
違

え
る
ほ
ど
技
術
が
上
が
っ
た
と

実
感
し
て
い
ま
し
た
。

わ
ん
ぱ
く
教
室

柏
原
支
館

9
月
3
日
（
土
）
小
学
生
を

中
心
に
20
名
程
の
参
加
者
で
、

料
理
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

当
日
の
メ
ニュ
ー
は
、お
や
き
・

ミ
ニ
ト
マ
ト
の
肉
巻
・
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
ス
ー
プ
で
し
た
。
Ｊ
Ａ
女

性
部
の
指
導
の
も
と
、
包
丁
を

使
う
時
は
ち
ょっ
と
緊
張
し
て
い

た
け
れ
ど
、
楽
し
そ
う
に
作
っ

て
い
ま
し
た
。
で
き
あ
が
っ
た
料

理
は
ど
れ
も
お
い
し
く
て
、
す
べ

て
完
食
し
ま
し
た
。

本
・
支
館
事
業
か
ら

ワインの試飲もできます！

宣誓～！

ポテトサラダがおやきの具!!おいしいで～す 美味しくなあれ!!

あっつい～～ ていねいに、ていねいに。

おめでとうございます！ガンバッテー！
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町
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
て

　
信
濃
町
は
、
平
成
28
年
９
月
30
日
を
も
ち
ま
し
て
、
町
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
昭
和
30
年
７
月
１
日
に
柏
原
村
と
富
士
里
村
が
合
併
し
信
濃
村
と
な
り
、
翌
、
昭
和
31
年
９
月
30
日
、
信
濃
村
と
古
間
村
、

信
濃
尻
村
が
一
つ
に
な
り
、
信
濃
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。
以
来
、
着
実
に
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、
町
民
の
皆

様
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
郷
土
愛
、
そ
し
て
、
多
く
の
関
係
の
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
で
あ
り
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
昭
和
か
ら
平
成
へ
と
時
代
が
移
り
行
く
中
、
高
度
経
済
成
長
、
バ
ブ
ル
経
済
と
崩
壊
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
な
ど
、
め
ま
ぐ
る

し
い
社
会
情
勢
、
経
済
環
境
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
近
年
は
、
人
口
減
少
時
代
の
中
で
子
育
て
、
教
育
環
境
の
充
実
、
地

方
創
生
へ
の
対
応
が
一
層
も
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
平
成
24
年
４
月
に
は
、
町
内
５
小
学
校
（
古
海
・
野
尻
・
柏
原
・
古
間
・
富
士
里
）
を
統
合
し
小
中
一
貫
校
と

し
て
信
濃
小
中
学
校
を
開
校
し
、
併
せ
て
、
デ
マ
ン
ド
運
行
事
業
を
含
む
地
域
公
共
交
通
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、

将
来
を
見
据
え
た
中
で
住
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、
し
な
の
鉄
道
北
し
な
の
線
開
業
へ
の
対
応
、
防
災
行
政
無
線
整
備
な

ど
前
進
、
発
展
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
本
日
我
々
の
営
み
が
あ
る
の
は
、
先
人
た
ち
が
残
さ
れ
た
努
力
の
賜
と
改
め
て
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
達
や
、
地
域
の

皆
様
が
誇
れ
る
よ
う
な
魅
力
の
あ
る
信
濃
町
を
目
指
し
て
、
積
み
上
げ
て
こ
ら
れ
た
も
の
を
更
に
発
展
さ
せ
、
地
域
の
皆
様
と

協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
町
民
並
び
に
関
係
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
祈
念
し
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

信
濃
町
長

　
横
川

　
正
知
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信
濃
町
町
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典

記
念
式
典
次
第

式

　
　
辞

　
　
横
川
正
知

　
信
濃
町
長

挨

　
　
拶

　
　
小
林
幸
雄

　
信
濃
町
議
会
議
長

来
賓
祝
辞

　
　
塩
谷
幸
隆

　
長
野
地
方
事
務
所
長

　
　
　
　
　
　
務
台
俊
介

　
衆
議
院
議
員

　
　
　
　
　
　
服
部
宏
昭

　
長
野
県
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
井
崎
義
治

　
流
山
市
長
（
姉
妹
都
市
）

　
9
月
25
日
、
爽
や
か
な
日
差
し
の
中
、
信
濃
町
立
総

合
体
育
館
で
記
念
式
典
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
信
濃
町
は
、
昭
和
31
年
９
月
30
日
に
誕
生
し
、
今

年
で
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
多
く
の
来
賓
の
方
々

や
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
列
席
の
中
、
60
年
目
を
迎

え
た
信
濃
町
を
祝
福
し
ま
し
た
。

横川正知町長小林幸雄議長塩谷幸隆長野地方事務所長

井崎義治流山市長 服部宏昭長野県議会議員 務台俊介衆議院議員
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健
康
の

達
人

み
ん
な
で
目
指
そ
う
!!

お母さんの
メッセージ

　　　付き！　　

大
おおおか

岡 瑛
よう

ちゃん（古間）お母さん：のぞ美さんもろこし、ブルーベリー大好き♡信濃町のおいしい物をいーっぱい食べて逞しく育ってね！

BOY

竹
たけうち

内 輝
ひかる

ちゃん（板橋）

お母さん：瞳さん

いっぱい遊んで、もりもり
食

べて、すくすく育ってちょ
～

だいネ！

BOY

戸
と や

谷 蓮
れ ん と

人ちゃん（野尻）お母さん：由佳さん笑顔に毎日癒やされています。これからもかわいい笑顔ですくすく育ってネ。

BOY

青
あおやま

山 蓮
れん

ちゃん（古間）

お母さん：優香さん

いっぱいごはんをたべてく
れ

る、れんちゃん♡兄弟なか
よ

く、あそんでね♡

BOY

私
は
よ
い
。

あ
な
た
は
よ
く
な
い
。

私もよい。あなたもよい。

＜適応的タイプ＞

＜攻撃的タイプ＞

一
茶

【文責】一茶記念館
学芸員  　渡辺　洋P.N. めぐるママ

※旧暦の当時は、１年は354～ 355日で、3年に一度閏月（うるうづき）を入れて13ヶ月384日にしてズレを調整していた。359日は書き間違えか。

 　げ ん き っ こ

 Genkikko
　　１歳半児健診に来てくれたおともだち
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一
般
的
に
自
分
の
本
音
を
抑
え
過
ぎ
る
と
ス
ト

レ
ス
が
溜
ま
り
ま
す
。
逆
に
自
分
の
考
え
を
押
し

付
け
す
ぎ
る
と
良
好
な
人
間
関
係
が
築
き
に
く
い

場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
ま
ず
は
、上
手
な
話
し

方
か
ら
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
話
し
方
に
は
、大
き
く
分
け
る
と
次
の
３
つ
の

タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
自
分
は
ど
の
タ
イ
プ
に
あ

て
は
ま
る
か
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
受
動
的（
パ
ッ
シ
ブ
）タ
イ
プ

　
相
手
や
周
り
の
人
を
優
先
し
て
、自
分
を
後
回

し
に
す
る
タ
イ
プ

「
私
は
良
く
は
な
い
、あ
な
た
は
良
い
」

●
自
分
の
考
え
を
は
っ
き
り
伝
え
な
い
。
気
持
ち

を
た
め
込
み
、怒
り・
後
悔・
不
満
な
ど
を
残
す
こ

と
が
多
い
。

●
た
め
込
ん
だ
感
情
が
変
な
と
こ
ろ
で
行
動
に
表

れ
る
。（
逆
ギ
レ
、ド
ア
を
バ
タ
ン
と
閉
め
る
、ふ

て
く
さ
れ
た
態
度
を
と
る
な
ど
）

●
周
り
の
人
に
自
分
を
理
解
し
て
ほ
し
い
と
期
待

し
て
い
る
が（
自
分
の
考
え
が
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
）

周
り
の
人
は
何
を
期
待
さ
れ
て
い
る
の
か
分
か
ら

な
い
。

②
攻
撃
的〈
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
〉タ
イ
プ

　
自
分
の
こ
と
だ
け
考
え
て
、相
手
や
周
り
の
人

の
こ
と
を
考
え
な
い
タ
イ
プ

「
私
は
良
い
。
あ
な
た
は
良
く
な
い
」

●
相
手
や
周
り
の
人
に
気
持
ち
を
一
方
的
に
ぶ
つ

け
る

●
相
手
の
人
格
全
体
を
悪
く
言
っ
た
り
、お
ど
し

た
り
、嫌
味
を
言
う

●
勝
ち
負
け
に
こ
だ
わ
っ
て
、相
手
の
言
う
こ
と

を
聞
か
な
く
な
る

●
自
分
が
ば
か
に
さ
れ
た
と
思
い
込
ん
で
い
る
場

合
も
多
い

　

話
し
方
の
特
徴
：
「
お
ま
え
は・・・」「
な
ん

で（
あ
な
た
は
）・・・」と
あ
な
た
を
主
語
に
し
て

決
め
つ
け
る
、怒
鳴
る
、早
口
、相
手
の
言
葉
を
遮

る
。

③
適
応
的（
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
）タ
イ
プ

　
自
分
の
気
持
ち
を
素
直
に
表
現
し
つ
つ
、相
手

へ
の
配
慮
も
す
る
タ
イ
プ

「
私
も
良
い
、あ
な
た
も
良
い
」

●
自
分
の
気
持
ち
や
望
ん
で
い
る
こ
と
を
は
っ
き

り
と
述
べ
る
一
方
で
、相
手
の
意
見
に
も
耳
を
傾

け
る

●
自
分
の
意
見
を
無
理
や
り
押
し
付
け
な
い

●
意
見
が
食
い
違
っ
て
い
て
も
、感
情
的
に
な
ら

な
い
で
落
ち
着
い
て
話
し
合
え
る

　

話
し
方
の
特
徴
：
「
私
は・・・
と
思
う
」「
絶

対
で
は
な
い
け
れ
ど
、私
は・・・」と「
わ
た
し
」

を
主
語
に
し
て
、自
分
の
気
持
ち
を
表
現
す
る
。

ゆ
っ
く
り
な
口
調
、相
づ
ち
、相
手
の
意
見
を
最

後
ま
で
聞
く
。

　
３
つ
の
タ
イ
プ
の
中
で
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
円
滑
に
進
む
と
言
わ
れ
る
の
が
③
適
応
的

（
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
）コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

「
私
は
～
と
思
っ
て
い
る
」「
私
は
あ
な
た
に
○
○

し
て
ほ
し
い
」と
、自
分
の
気
持
ち
や
願
い
を
相

手
に
伝
え
る
事
を「
ア
イ
メ
ッ
セ
ー
ジ
」と
言
い

ま
す
。「
あ
な
た
」「
お
ま
え
」が
主
語
に
な
っ
て

い
る
時
の
言
葉（
ユ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
）は
、相
手
と

の
対
立
を
生
み
や
す
い
と
い
う
傾
向
を
持
っ
て
い

ま
す
。「
わ
た
し
」を
主
語
に
す
る
と
、い
た
ず
ら

に
相
手
を
刺
激
し
て
対
立
的
に
な
る
の
を
避
け
る

こ
と
が
で
き
、自
分
の
気
持
ち
を
相
手
に
伝
え
や

す
く
な
り
ま
す
。
大
切
な
点
は
、あ
く
ま
で「
わ
た

し
」は
そ
う
思
っ
て
い
る
け
ど
、相
手
が
ど
う
思

う
か
は
相
手
次
第
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
で
あ
な
た
も
話
し
上
手
に
！

コ
ミュニ
ケ
ー
ションス
キ
ル
アッ
プ
！

11月

　

３
歳
で
母
が
亡
く
な
っ
た
後
、

父
、
祖
母
と
３
人
で
暮
ら
し
て
い

た
弥
太
郎
少
年
に
転
機
が
訪
れ
ま

す
。
８
歳
の
時
に
、継
母
さ
つ（「
は

つ
」
と
も
記
さ
れ
る
）
が
家
に
や
っ

て
き
て
、10
歳
の
時
に
弟
仙せ

ん
ろ
く六

（
専

六
と
も
書
く
）
が
生
ま
れ
た
の
で

す
。

　

弥
太
郎
少
年
は
、
新
し
い
家
族

と
な
じ
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時

の
こ
と
を
、『
父
の
終
焉
日
記
』
に

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

　
此こ

の

日
よ
り
信の

ぶ
ゆ
き之

（
※
一
茶
さ

ん
の
自
称
）、
弟
仙
六
の
抱だ

き
も守
り

に
、
春
の
暮
を

遅
そ
き
も
、
は
こ
に

よ
だ
れ
に
衣
を
絞し

ぼ

り
、
秋
の
暮
は

や
き
も
、
ば
り
に
肌
の
か
わ
く
と

き
な
か
り
き
。
仙
六
む
づ
か
る
時

は
、
わ
ざ
と
な
ん
あ
や
し
め
る
ご

と
く
父
母
に
う
た
が
わ
れ
、
杖
の

う
き
め
当
て
ら
る
る
（
事
）、
日

に
百
度
、
月
に
八
千
度
、
一
と

年
せ

三
百
五
十
九
日
（
※
）、
目
の
は
れ

ざ
る
日
も
な
か
り
し
。
憑
た
の
み

と
思
ふ

は
老
婆
一
人
介た

す
けと

（
な
り
）
給
ふ

（
に
）、
餓が

き鬼
の
地
蔵
を
見
つ
け
た

る
が
ご
と
く
、
あ
や
う
き
難
は
の

が
れ
た
り
。

　
「
弟
仙
六
が
生
ま
れ
た
日
か
ら
、

私
は
子
守
り
で
、
春
の
遅
い
夕
暮

れ
ま
で
、
仙
六
の
便
や
よ
だ
れ
に

服
を
ぬ
ら
し
、
秋
の
早
い
夕
暮
れ

に
も
、
仙
六
の
小
便
で
肌
が
乾

く
と
き
が
な
か
っ
た
。

仙
六
が
ぐ
ず
る
と
、

わ
ざ
と
い
じ
め

た
の
で
は
な
い

か
と
父
母
か
ら

疑
わ
れ
、
杖
で

た
た
く
罰
を
う

け
る
こ
と
日
に

百
回
、
月
八
千

回
、
１
年
中
目

が
腫
れ
て
い
な

い
日
は
な
か
っ
た
。
祖
母
だ
け
が

頼
り
で
、
家
の
中
で
た
だ
一
人
私

を
守
っ
て
く
れ
た
。」

　

こ
れ
は
一
茶
さ
ん
の
主
観
的
な

見
方
で
、
た
た
か
れ
た
回
数
な
ど

も
、
そ
の
後
の
、
祖
母
が
守
っ
て

く
れ
た
と
い
う
話
と
矛
盾
し
て
い

て
、
誇
張
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
茶
さ
ん
に
と
っ
て
、

こ
の
時
期
の
こ
と
は
、
と
て
も
辛

い
思
い
出
と
し
て
残
り
ま
し
た
。



■可燃ごみの処理量

8月：248トン　　９月：１７７トン　　可燃ごみの減量化に努めましょう！

月 28日 詩吟の時間

火 22日 税務署だより

水
毎週 保健だより

30日 一茶ふるさと俳句

木
10日 消防だより
17日 交番だより

土
12、26日 ふるさとの民話
19日 学校だより

オ
フ
ト
ー
ク
し
な
の
自
主
番
組

Living information

暮らしの情報
2016

相談会・説明会 とき ばしょ その他
司法書士・税理士による
相続贈与無料合同相談会

11月12 日（土）
10 時から15 時まで 長野市もんぜんぷら座 701号

長野県司法書士会総合相談センター
☎（２３２）７４９２　　　　　　　　
関東信越税理士会長野支部　　　　
☎（２２８）６４４３

土地家屋調査士の行う
無料相談会

11月 27 日（日）
１０時３０分から 長野市もんぜんぷら座 301号 長野県土地家屋調査士会事務局　　

☎（２３２）４５６６

ふくしの職場説明会 11月18 日（金）
13 時から受付 メルパルク長野 １Ｆホール

※参加費無料、申し込み・履歴書不
　服装自由
長野県社会福祉協議会
☎（２２６）７３３０

イベント とき ばしょ その他
犯罪被害者週間講演会＆
ともにちゃんコンサート

12 月 1日（木）
13 時開場

13 時 30 分から講演
長野市芸術館　メインホール 長野犯罪被害者支援センター

☎（２３３）７８４８　　　

落語が町にやってくる 11月 20 日（日）
午後１時 30 分から 飯綱中学校２階講堂

ＮＰＯ法人ＳＵＮ
☎（２５３）０１３３

すこやか料理教室
健康寿命を延ばすために

ー楽しい食事づくりクリスマス編ー

１２月８日（木）
9 時 45 分から１３時３０まで 保健センター

■費用　500 円　
■持物　エプロン・三角巾・ハンドタ
　　　　オル・筆記用具
■お申し込みは、開催の３日前まで
　に保健予防係までお願いします。
■保健予防係☎（２５５）３１１２

条例 内容

長野県子どもを性被
害から守るための条
例の施行

　長野県では、性被害から子どもたちを守るための取組に関しての基本理念、性被害の予防や、
性被害を受けた子どもたちの支援等に関する基本施策及び規制等について定めた条例を、１１月
１日から施行します。
長野県県民文化部次世代サポート課
　☎（２３５）７２１０
長野県公式ホームページ
URL:http://www.pref.nagano.lg.jp/jisedai/kyoiku/kodomo/shisaku/kodomomamorujorei.html

1１月資源物収集

ひとときの会からのお知らせ
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　毎週火曜日は、時間外窓口受付を行います

11月 1日 / 8日 / 15日 / 22日 / 2９日
午後5:15～午後7:00【祝祭日除く】

◉税金･各種料金の支払い ( ※要納付書）
◉住民票／所得証明／戸籍関係の証明
　印鑑証明の発行　

　※内容によっては発行できない場合もあります。
　※通常業務日と異なり、一般的な相談業務などは行っていません。

　

１１1乳児健診（４・7・10か月児）  保健センター
12月22日木／受付：12：30～12:45（7・10か月
児）／12：45～13:00（4か月児）

4か月児／対象：平成28年7・8月生
7か月児／対象：平成28年4・5月生

10か月児／対象：平成28年1・2月生

2幼児健診（１歳半・3歳児）     保健センター
11月11日金／受付：12：00～(3歳児)／12：30
～12:45（1歳半児） 
1歳半児／対象：平成27年3月生
3歳児　／対象：平成25年8月生

3予防接種外来（予約制）　   　    信越病院
毎週月・木／受付14:00～15:00 
※希望日の3日前までに予約してください。
※※予防接種は一般外来でも承りますが、そ
の場合も予約が必要です。

4よろず相談　　　　 木育ルームなかよし
11月7日月/12月5日月/10:00～11:30 子育ての相談

5ハローベビークラス           　
11月19日土13:30～15:30/2月22日水10:00～
12:00/対象者へは個別に案内通知を送ります。

6こころの健康相談　　　　　保健センター
11月24日木／13:00～16:00　※1週間前まで
に予約してください。

7断酒会   　　　　　　　　       総合会館
11月30日水／19:00～21:00／お酒をやめら
れない方、断酒を続けている方、ご家族の方
のお酒についての相談、学習

8母乳相談　　　   　  木育ルームなかよし 
11月7日月 /14 日月 /22日火 /28日月／ 9:00
～ 13:00 ／母乳育児の相談、乳房マッサージ、
体重測定

9あそびの会　     　　木育ルームなかよし
11 月 9 日水／ 10:30 ～ 11:30 ／内容：講演

「親子の関わりと読み聞かせ」

�園庭開放　　　　　　　　　　各保育園
11月9日水／28日月／9:00～11:00

�ちびっ子集まれ　　　　　　  　各保育園
野尻：11月17日木／柏原：11月22日火／富士
里：11月15日火／古間：11月16日水
�発達相談　　　　      木育ルームなかよし
11月2日水／28日月／10:00～11:00
　８日火／18日金／14:30～15:30
�就労相談　　　　      木育ルームなかよし
11月18日金／10:00～11:00
※相談は、女性就業支援員（080-9542-8948）
へ電話予約してください。

▶問い合わせ先
1～2・4～7 保健予防係 ☎(255)3112
3 信越病院小児科外来 ☎(255)3100
8・9 なかよし相談員 ☎090(4382)6832
�・� 野尻保育園 ☎(258)2345／柏原保育
園 ☎(255)3740／古間保育園 ☎(255)2201
／富士里保育園 ☎(255)3416
� 教育委員会事務局 ☎(255)5923

1日火 ビン無色
5日土 ダンボール（柏原・富士里）
8日火 ビン茶色
9日水 容器包装プラスチック
10日木 ビンその他の色
12日土 ダンボール（野尻・古間）
15日火 埋立ごみ

17日木 アルミ類
19日土 雑誌・雑がみ（柏原・富士里）

22日火 ペットボトル
24日木 スチール類
26日土 雑誌・雑がみ(野尻・古間)
30日水 容器包装プラスチック

問住民福祉課環境係
☎（255）5924

■日　時　11 月 17 日木
■集合時間・場所
　8 時 45 分　黒姫駅西口駐車場
■費　用　300 円　
■その他　悪天候中止です。

お申込みは 11 月 16 日水までに商工観光・癒しの森係まで   ☎（２５５）3114

※枡形処分場受け入れ最終日：１１月25日金

種池、古池を巡り、神秘的な癒しの滝まで行ってみましょう！

■日時　12 月４日日
■場所　信濃町総合会館　大ホール
■開場　12 時 30 分
■開演　13 時
　　　　
　　　　入場無料

主催：親睦コンサート実行委員会　　後援：信濃町教育委員会・信濃町・信濃町公民館

響け・ふるさとの空に
親睦コンサート 

■日時　11 月 22 日火
■時間　午後 2 時から
　　　　午後 3 時 30 分まで
■場所　信濃町総合会館大ホール

■講師　
　長野圏域療育コーディネーター
　　　　　　熊谷 恵子氏

社会福祉協議会 ☎（２５５）5926　保健予防係   ☎（２５５）3112

発達障がい者サポータ養成講座
託児付き 

■出演
アカシアコーラス
りんどうベルの会
野尻湖うたごえ喫茶
黒姫こども太鼓
他 全１１グループ

　発達障がいについて理解している人がいることはご本人やご家族にとって一番の
支援になります。この機会に皆さんも発達がいの基本的な知識を学んでみませんか？

落葉して明るく静かな森・・・
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何にでも挑戦する自分になりたい

僕の夢は、プロのスノーボーダーになって、スノーボードの技
を使って滑る楽しさをたくさんの人々に伝えることです。冬

には、地形を使って技を磨いています。　　　　　　　　　　　　
　とても危険なスポーツですが、挑戦しないと何も成功しないし夢
だって叶えることはできません。　　　　　　　　　　　　　　
　それなので、これからも何にでも挑戦していきたいです。
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校
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人口 8,846 人　男 4,343 人　女 4,503 人　世帯数 3,400 世帯　（9 月 30 日現在）
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